
 校章の由来  

 重なり合う２つの五角形は、三崎中・上原中両校の統合を表わし、角に丸

みを持たせることにより、生徒がお互いに協力し合い、和やかな関係を築

くことができるように願いを込めたものです。 

 五角形には風光明媚な三崎の海や空の青と温暖な気候により四季を通じ

て恵みをもたらす畑に映える緑を、文字には元気や明るさを表わす赤を配

色しました。 
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 詞の１番には「満ちあふれる希望、生き生きとした生徒の姿」、２番には「両校の統合

により受け継ぎ、築き上げたい思い」が表現されています。 

 また、統合前の両校では、全校生徒が参加する合唱祭が行われるなど、合唱に力を入れ

ていました。校歌の詞、曲ともに合唱曲としても歌える構成とし、この伝統を受け継いで

いってほしい、との思いが込められています。 


